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①綿ク・ムのシャドウを行つてある．

　加速霞腿50kV．　x10，00D．

　　　　　　　　繊　　維一

　　　　　　　　（木．交参照）

　　　解論　　芦沼寛一・古川　浩

　これらの資料は，いずれもその徴小量を蒸溜水の巾

で原形を損わないように細分し，できた混濁液の上澄

をあらかじめ資料台の上に張つておいた＝ロヂウムの

膜に附酋させ，恒況槽で乾燥して作成したものである．

一．・ ﾊには見やすくするためにさらに，質量が大匙くて

電子散臥能力のある金鷹蒸汽を眞空蒸獲によつて，な

なめから「次きつけてシャドウをイfふことが多い．

④碗x20，000．③，④ともにクPムのシ

　1・ドウをほどこしてあり，いずれも緩衝

　彊として相當の吸振効果を持つている．

⑦紙やはリケロ1．のシャドウをした亀の，）〈　10，　OOO．

③絹＞10，0D［．

當研究所に整備された2台の電子顯微鏡．

向つて左が目本電子光學研究所製．

　　オfがil立製作所製である、



①加工していない1了1の軍結晶衣両（’豊r眞）×20・000

一銅の輩結晶一　　解緯　谷　　安正

・踊脳

②3、％懸縮し九表而　　10．000

C4，19．厘縮したt｛　lni　．・10，00〔1
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③②の光學顯徴鏡爲眞x1，000

⑤④の光學顯微鏡爲藁x1，000

戸r．

ξ



①鐵の10％HNO：｝による陽極酸化被膜（10％KI－1溶液

2塒間・bリ。力絶紛は膜の切nH・馳部分
　がT－Fe．・O：膜，黒色部分は膜rc附着した鐵．×8，000

　　　鐵の不働態破膜

　　　　　（本文参照）

解睨　久松敬弘・山田龍男

④濃硝酸1こよリイ働態と一tsつた鐵表画よVはがした

　γ一FeiO」膜．（10“DKI－130分／・1・1ハ・プ）x10，000

，轟A護へ竪

②①の膜の部分の薇大．白い齋iが多数みら

　れるがこれは水洗，ストリップ中に生じ

　た孔で，こういう｛［kue．の膜では鐵はもは

　や不働態ではな）・．yS2・ooo

③膜のストリッフ’中r・・附着した鐵から赤

　さび（r・Fe20；・HIO）が襲生したもの．

　T・Fe20s・H20の針状結晶に注意．

　　×10，000



購
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　　　①セレン化臓面の泡漱モザイクma継理・9。・C，　、h，．

　　　　加脚鱒巌われていない翻を示す．・プリカ法＿、、，t，，

　　　　チル”アクVv－F・アル・法鯛顯微鏡一凪醐B型．

　　　　　　　　　　　　　　　一セレン化成表面の立艦一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚爆

　　　　　　　　　　　　　　　　　灘鎌
②veeth・整流楠化nta面．　rmas（3・㎏ノ。m・・，　。．イヵ

　itレン光電楓aSth板の特異な

機nett・セレ坤導髄表面とそb

に接する封電極金厨との接厨界面

に生じたいわゆる堰N部tなわち

厚さ0・01～1μと推定される特殊

絶縁暦に存在する，ふつう堰暦に

は　15触oltlcm以上の彊電場がカs

かるわけであるから，セレン化成

表面の組ntや組織や仕上慶はその

髄雛重eeな關連をもち．　ge・地で

はいろいろな表面慮理方法が考え

らnてVる・ここにかかげたmsee

は組織に封する加慶の影響を示し

た立盤霧眞である，x7，500

　　　螺盆江ロ雅彦・池谷光榮

．．罫　　　　　　t／li’
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　電子線

1幽、

　　　　t「e＃n（ステレオ賦）の撮肪

　ふつう加ラでsuadire　eする蹟には．2個の

h”ラをならべ・あるいは1個の加ラで2ec位置

をかえて・拗お峨触異にする2枚の纐をと
るわけであ・・しかし電子職鏡ではt・…ラは固シヒ

しているので・逆に試料（被膿）を購して粥
瞳化を與え別個に2枚の願をとケ。圖のよう，こ

並べて見るのである．

蹴碓置にあ砺慨肉眼でみるERのmu角。
は15°であるが・本電子鰍鏡では〕賄を，、3・勘

購し・計6°の醐襖えbPt・．しnttつて上の

誠で鵬大馳嬢醗約6・・m離して見たtt
の立髄感がえられる。

な磯子駿鏡は鰯深度猷いので・のX5な
技巧がゆるさ縄が・輝騒鏡では無理t、thじ。

鮎を附記しておく．

一層閣刷国印鴨・一・tr－igL・．＿，，一1．＿＿Thm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　　セレン光電糎搬念圏

①＝ッケル・メッキした鐵基板．

②セレン・③カドミウム到電

撞膜・④金膜・⑤劇是電極．

　　セレン板の作1，加ま，熱

　した鐡基板上にセレン（融

MFi217°c）を溶鵬布して

冶却，一たんガラス飛セレ

ンとし・つぎに表面に贋力

を加えっっ120°Cおよび融

黙直一ドの繊で殿時間熱慮

理し・金厨セレンに編靴
し・最後に劃電極金麗を吹

付け或は眞空メッキしてで

き上る．

ステレオ罵眞の見方

　この蝦頗を耀謝るには端蹴用、・ねばなら
ないが’肉眼鮒で端謝…もわずかの鰭略
易にでeる・そ助法鵜眞emの正画f曲き靖嘱
では却嘔の糠を1Lf・’・／Q眼璽碑日墾蛾見る娩あ
る’ D　et”“fXせ眼して頗を見ることで，具ren・J，。lt一

羅灘蟻講難1鑑1稽1
腔獅丁脚っできるよ・にな・．・の・き・っ。画

酌聖に蹴柚願の像樋つて表h…帆④
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